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緩
和
」
を
導
入
し
た
。
長
短
金
利
操

作
で
は
、
経
済
・
物
価
情
勢
に
加
え
、

金
融
情
勢
す
な
わ
ち
金
融
仲
介
機
能

へ
の
影
響
も
踏
ま
え
て
、
最
も
適
切

な
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
（
長
短
金
利
）

の
形
成
を
促
し
て
い
く
。
こ
の
枠
組

み
は
経
済
の
好
転
・
悪
化
双
方
に
対

応
で
き
る
よ
う
設
計
し
て
い
る
。
経

済
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
シ
ョ
ッ
ク
が
生

じ
れ
ば
長
短
金
利
の
引
き
下
げ
な
ど

の
追
加
緩
和
を
行
う
。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
シ
ョ
ッ
ク
が
生
じ
た
場
合
、
同
じ

イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
を
維
持
す
る
こ
と

で
、
金
融
緩
和
の
効
果
を
高
め
、
２

％
に
よ
り
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

導
入
後
、
幸
い
世
界
経
済
は
最
悪

期
を
脱
し
、
わ
が
国
の
経
済
・
物
価

情
勢
も
好
転
し
て
い
る
。
た
だ
、
２

％
に
は
ま
だ
距
離
が
あ
る
。
金
融
情

勢
の
面
で
は
、
貸
し
出
し
の
中
心
ゾ

ー
ン
の
金
利
は
マ
イ
ナ
ス
圏
に
あ
る

が
、
金
利
は
導
入
時
点
よ
り
は
若
干

上
昇
し
た
。
ま
た
、
金
融
機
関
は
積

極
的
な
貸
し
出
し
姿
勢
を
維
持
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
・
物
価
・

金
融
情
勢
を
踏
ま
え
る
と
、現
在
は
、

長
短
金
利
操
作
で
金
利
の
上
昇
圧
力

を
抑
え
、
同
じ
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
を

維
持
す
る
こ
と
で
、
経
済
情
勢
の
好

転
を
生
か
し
て
い
く
べ
き
局
面
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

る
い
兆
し
を
見
せ
て
は
い
る
が
、
世

界
経
済
が
追
い
風
に
転
じ
た
こ
と
を

利
用
し
て
、
時
間
を
か
け
つ
つ
も
、

先
行
き
期
待
を
引
き
上
げ
て
い
く
し

か
な
い
だ
ろ
う
。

　

宅
森　

高
齢
化
が
進
み
生
産
年
齢

人
口
か
ら
団
塊
の
世
代
が
抜
け
出
て

い
る
。
年
金
が
収
入
の
主
と
な
る
人

口
が
増
え
る
中
、
よ
く
消
費
が
持
ち

こ
た
え
た
。
家
賃
の
品
質
調
整
問
題

か
ら
イ
ン
フ
レ
予
想
は
１
・
５
％
で

安
定
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

村
嶋　

少
子
高
齢
化
や
年
金
制
度

な
ど
の
要
因
が
日
本
経
済
や
物
価
に

与
え
て
い
る
影
響
は
重
要
だ
。
同
時

に
政
策
的
な
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
面
で
は
極
め
て
厄
介
で
救
い
が
な

い
。
イ
ン
フ
レ
予
想
は
１
％
。
マ
イ

ナ
ス
金
利
政
策
は
イ
ン
フ
レ
予
想
に

対
し
て
、
悪
い
影
響
を
与
え
た
と
考

え
て
い
る
。

　

関
根　

残
念
な
が
ら
、
２
％
の
目

標
イ
ン
フ
レ
率
の
達
成
に
つ
い
て
、

民
間
の
方
々
は
い
ま
で
も
半
信
半
疑

だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

般
見
通
し
も
、
調
査
開
始
以
来
初
の

上
昇
に
転
じ
た
。
正
確
な
情
報
を
正

確
な
形
で
伝
え
る
工
夫
が
必
要
だ
。

常
に
重
要
な
影
響
力
を
持
つ
。
年
金

生
活
者
の
比
重
が
高
ま
り
、
経
済
環

境
の
悪
化
も
あ
っ
て
購
買
力
が
低
下

し
て
い
る
。
現
役
世
代
の
雇
用
所
得

環
境
だ
け
に
基
づ
い
て
個
人
消
費
全

般
を
正
確
に
予
想
す
る
こ
と
は
難
し

く
な
っ
て
い
る
。

　

塩
路　

民
間
企
業
・
家
計
の
イ
ン

フ
レ
予
想
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
変
わ
り

に
く
い
の
か
。
市
場
関
係
者
は
ど
う

　

塩
路　

日
本
経
済
の
現
状
と
見
通

し
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か

ら
聞
き
た
い
。

　

関
根　

１
点
目
と
し
て
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
基
準
改
定
を
経
て

大
き
く
変
わ
っ
た
が
、
イ
ン
フ
レ
の

見
通
し
は
あ
ま
り
変
化
し
て
い
な

い
。
２
点
目
は
日
本
の
場
合
、
適
合

的
期
待
形
成
の
色
彩
が
非
常
に
強

く
、
イ
ン
フ
レ
率
が
一
度
下
ぶ
れ
る

と
大
変
厳
し
い
。
３
点
目
は
為
替
や

原
油
価
格
を
前
提
に
す
る
と
、
イ
ン

フ
レ
率
は
先
々
反
転
上
昇
す
る
。
４

点
目
と
し
て
日
銀
と
民
間
の
見
通
し

の
差
は
、
期
待
イ
ン
フ
レ
率
の
見
方

の
違
い
に
あ
り
、
そ
こ
が
極
め
て
重

大
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。　

や
っ
て
予
想
し
て
い
る
の
か
。

　

関
根　

日
本
の
労
働
市
場
は
典
型

的
な
デ
ュ
ア
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
。
非

正
規
労
働
は
労
働
需
給
に
非
常
に
感

応
的
で
、
パ
ー
ト
時
給
は
２
％
の
上

昇
率
だ
が
、
正
規
労
働
者
の
所
定
内

賃
金
が
上
が
ら
な
い
。
正
規
労
働
者

は
職
の
安
定
と
引
き
換
え
に
低
い
賃

金
の
伸
び
を
甘
受
し
て
い
る
よ
う
に

み
え
る
。
雇
用
流
動
化
が
進
め
ば
、

期
待
イ
ン
フ
レ
率
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
は
あ

る
。
こ
の
間
、
日
銀
は
非
伝
統
的
金

融
政
策
を
用
い
て
期
待
イ
ン
フ
レ
率

に
働
き
か
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

高
田　
「
持
た
ざ
る
経
営
」
と
「
リ

ス
ト
ラ
」
が
四
半
世
紀
も
続
け
ば
ワ

ン
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
時
間

軸
で
考
え
る
べ
き
だ
。
２
年
で
変
わ

る
も
の
で
は
な
い
。
２
％
の
目
標
達

成
は
相
当
先
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
明

　

高
田　

こ
こ
20
年
間
に
お
け
る
日

本
企
業
の
生
き
残
り
モ
デ
ル
は
、
資

産
デ
フ
レ
と
円
高
の
中
で
、
持
た
ざ

る
経
営
と
リ
ス
ト
ラ
だ
っ
た
。
こ
の

結
果
、
デ
フ
レ
均
衡
的
な
状
況
に
陥

っ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
資
産
デ
フ

レ
と
円
高
を
止
め
る
役
割
を
果
た
し

た
が
、
問
題
は
、
日
本
人
の
適
合
的

期
待
の
も
と
に「
肉
食
系
」か
ら「
草

食
系
」
に
進
化
し
た
こ
と
に
あ
る
。

　

宅
森　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
は

そ
れ
な
り
に
出
て
お
り
、
有
効
求
人

倍
率
が
バ
ブ
ル
時
の
最
高
値
を
抜
く

勢
い
で
上
昇
し
て
い
る
。
雇
用
吸
収

力
の
あ
る
非
製
造
業
の
Ｄ
Ｉ
（
業
況

判
断
指
数
）
に
注
目
す
る
と
、
２
０

１
３
年
９
月
以
降
、
中
小
企
業
の
マ

イ
ナ
ス
の
値
は
な
い
。
景
気
ウ
オ
ッ

チ
ャ
ー
調
査
も
堅
調
で
、「
日
経
ナ

ウ
キ
ャ
ス
ト
予
測
物
価
指
数
（
日
経

Ｃ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
ｏ
ｗ
・
Ｓ
指
数
）」
も
上

が
っ
て
い
る
。
日
銀
短
観
の
物
価
全

　

村
嶋　

今
年
は
循
環
回
復
の
１
年

に
な
る
だ
ろ
う
。
世
界
景
気
が
持
ち

直
し
、
日
本
経
済
に
は
追
い
風
だ
。

「
働
き
方
改
革
」
は
、
潜
在
的
に
は

イ
ン
フ
レ
の
見
通
し
に
対
し
て
も
非

日
本
経
済
の
現
状
と
見
通
し

（
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
動
向
を
中
心
と
し
て
）

報
告 

３

報
告 

２

報
告 

１

キ
ー
ノ
ー
ト
ス
ピ
ー
チ

開
会
挨
拶

Ｔ
ｈ
ｅ  

ｅ
ｖ
ｏ
ｌ
ｕ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

ｏ
ｆ  

ｉ
ｎ
ｆ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｃ
ｔ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ｓ  

ｉ
ｎ  

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

人
口
動
態
と
デ
フ
レ

日
本
の
家
計
の
イ
ン
フ
レ
期
待
形
成

経
済
実
験
に
よ
る
合
理
的
期
待
形
成
仮
説
の
検
証

日
本
銀
行
の
金
融
政
策
と
日
本
経
済

で
は
２
％
の
水
準
が
ア
ン

カ
ー
水
準
と
し
て
機
能
し

て
お
り
、
長
期
的
な
イ
ン

フ
レ
率
を
予
想
す
る
際
に

は
ほ
と
ん
ど
の
民
間
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
が
ま
ず
は
そ
の

ア
ン
カ
ー
に
近
い
予
想
を

す
る
。
米
国
は
、
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
カ
ナ
ダ
に
近

い
。
日
本
で
は
個
々
の
民

間
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
ア
ン

カ
ー
水
準
の
差
異
が
比
較

的
大
き
く
、
イ
ン
フ
レ
予

想
に
お
い
て
ア
ン
カ
ー
水

準
に
置
く
ウ
エ
ー
ト
の
時

間
の
経
過
に
伴
う
変
化
に

も
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

　

最
近
の
動
向
と
し
て
は

日
本
で
の
イ
ン
フ
レ
予
想

の
影
響
が
少
子
高
齢
化
の

要
因
に
よ
り
異
な
る
と
い

う
結
論
を
得
た
。

　

出
生
率
低
下
で
イ
ン
フ

レ
に
な
る
理
由
と
し
て

は
、
若
年
人
口
の
減
少
、

課
税
ベ
ー
ス
の
縮
小
で
政

府
は
若
年
に
課
す
税
率
を

引
き
上
げ
、
物
価
を
上
昇

さ
せ
る
。
一
方
、
意
図
せ

ざ
る
生
存
確
率
上
昇
の
場

合
、
老
年
は
貯
蓄
不
足
に

直
面
す
る
。
政
府
は
老
年

の
た
め
に
若
年
の
税
率
を

上
げ
、
貯
蓄
の
実
質
的
価

値
を
高
め
る
た
め
物
価
下

落
政
策
を
と
る
。
こ
の
２

つ
の
ど
ち
ら
が
勝
る
の

か
。
１
９
７
６
年
と
２
０

析
が
困
難
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
批
判
も
多
い
。

　

近
年
で
は
、
実
験
経
済

学
の
手
法
を
用
い
、
合
理

的
期
待
の
仮
定
を
緩
め
た

「
限
定
情
報
下
の
合
理
的

期
待
形
成
」
を
分
析
す
る

試
み
が
進
ん
で
い
る
。

我
々
は
、「
ベ
イ
ズ
更
新

の
理
論
」
を
基
に
、
約
２

万
人
を
対
象
に
イ
ン
フ
レ

期
待
に
影
響
し
そ
う
な
情

報
を
与
え
た
集
団
と
与
え

な
い
集
団
を
比
較
す
る
実

験
を
行
っ
た
。そ
の
結
果
、

限
定
情
報
下
の
合
理
的
期

待
形
成
仮
説
が
予
測
す
る

よ
う
に
、
人
は
情
報
に
よ

っ
て
期
待
形
成
を
変
化
さ

せ
、
予
測
に
自
信
の
な
い

予
想
物
価
上
昇
率
が
弱
含

む
中
で
、
実
質
金
利
を
引

き
下
げ
、
十
分
な
金
融
緩

和
の
効
果
を
得
よ
う
と
す

れ
ば
、
名
目
金
利
を
引
き

下
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

世
界
全
体
で
見
て
も
金
利

低
下
が
進
ん
で
い
た
。

　

マ
イ
ナ
ス
金
利
は
国
債

金
利
全
般
に
強
い
下
押
し

圧
力
を
加
え
、
貸
し
出
し

や
社
債
な
ど
の
金
利
の
低

下
に
つ
な
が
っ
た
。
貸
し

出
し
増
加
率
は
高
ま
り
、

社
債
発
行
は
活
況
を
呈
し

た
。
一
方
で
、
金
融
機
関

の
収
益
を
圧
迫
し
保
険
・

年
金
の
運
用
利
回
り
低
下

が
心
理
面
で
悪
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
生
じ
た
。

　

イ
ン
フ
レ
予
想
は
イ
ン
フ
レ
進
展

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
イ
ン
フ

レ
予
想
が
ア
ン
カ
ー
さ
れ
て
い
る
か

否
か
、
そ
し
て
そ
の
水
準
の
変
化
は

非
常
に
重
要
だ
。
日
本
に
お
け
る
イ

ン
フ
レ
率
は
低
く
、
政
策
決
定
者
は

イ
ン
フ
レ
率
を
引
き
上
げ
よ
う
と
し

て
い
る
。
民
間
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
イ

ン
フ
レ
予
想
に
お
け
る
長
期
予
想

（
ア
ン
カ
ー
水
準
）
と
ア
ン
カ
ー
水

準
の
重
要
度
の
変
化
を
分
析
し
た
。

こ
こ
で
は
長
期
予
想
と
は
24
カ
月
先

の
予
想
と
し
て
い
る
。

　

日
本
、
カ
ナ
ダ
、
米
国
を
比
べ
て

み
る
。
カ
ナ
ダ
は
イ
ン
フ
レ
目
標
政

策
を
25
年
以
上
続
け
て
お
り
、
民
間

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
に
長
期
的
な
イ
ン
フ

レ
予
想
を
聞
け
ば
総
じ
て
目
標
値
の

２
％
に
極
め
て
近
い
。
米
国
は
２
０

１
２
年
に
イ
ン
フ
レ
目
標
を
２
％
に

設
定
。
日
本
は
13
年
に
設
定
し
た
ば

か
り
だ
。

　

日
本
で
は
イ
ン
フ
レ
予
想
の
形
成

が
カ
ナ
ダ
と
大
き
く
違
う
。
カ
ナ
ダ

　

人
口
動
態
と
デ
フ
レ
の
関
係
を
政

治
経
済
学
的
観
点
・
財
政
政
策
と
物

価
の
関
係
か
ら
理
論
的
に
探
る
こ
と

を
試
み
た
。
政
府
債
務
の
累
増
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
フ
レ
が
顕
在
化

し
な
い
理
由
を
物
価
水
準
の
財
政
理

論
に
人
口
動
態
、
も
し
く
は
政
治
経

済
学
的
観
点
を
導
入
し
て
考
察
す
る

の
が
問
題
意
識
に
な
る
。

　

日
本
で
は
出
生
率
の
低
下
と
平
均

寿
命
の
上
昇
が
想
定
を
超
え
、
政
治

へ
の
関
わ
り
で
は
60
代
の
投
票
率
が

80
％
と
高
い
。
出
生
率
・
生
存
確
率
・

年
齢
別
投
票
率
の
３
つ
の
デ
ー
タ
を

ベ
ー
ス
に
理
論
モ
デ
ル
を
考
え
、
数

式
を
使
っ
て
考
察
し
た
。

　

出
生
率
が
低
下
し
た
場
合
に
物
価

水
準
は
イ
ン
フ
レ
に
、
生
存
確
率
上

昇
や
老
年
の
投
票
率
上
昇
の
場
合
は

デ
フ
レ
に
と
い
う
具
合
に
、
物
価
へ

　
「
イ
ン
フ
レ
期
待
」
は
財
政
・
金

融
政
策
の
影
響
を
分
析
す
る
際
の
マ

ク
ロ
経
済
学
に
お
け
る
最
重
要
変
数

で
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
期
待
形
成
の
経

済
理
論
に
は
、「
適
合
的
期
待
」と「
合

理
的
期
待
」
が
あ
る
。
適
合
的
期
待

が
過
去
の
イ
ン
フ
レ
値
の
み
か
ら
将

来
予
測
を
行
う
の
に
対
し
、
合
理
的

期
待
は
利
用
可
能
な
す
べ
て
の
情
報

を
用
い
て
計
算
し
た
、
将
来
イ
ン
フ

レ
の
統
計
的
期
待
値
で
あ
る
。
合
理

的
期
待
の
下
で
は
、
人
々
の
将
来
期

待
を
変
化
さ
せ
れ
ば
、
失
業
率
を
高

め
ず
に
高
イ
ン
フ
レ
を
終
息
可
能
に

な
る
。
実
際
、
１
９
８
０
年
代
の
中

南
米
で
は
人
々
の
期
待
に
直
接
働
き

か
け
る
政
策
が
効
力
を
発
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
人
々
が

全
て
の
情
報
を
用
い
る
と
い
う
仮
定

は
非
現
実
的
で
あ
る
こ
と
、
実
証
分

　

日
本
銀
行
は
デ
フ
レ
脱
却
の
た

め
、
２
０
１
３
年
４
月
「
量
的
・
質

的
金
融
緩
和
」
を
導
入
し
た
。
そ
の

後
の
４
年
間
で
企
業
収
益
は
過
去
最

高
と
な
り
、
ほ
ぼ
完
全
雇
用
が
実
現

し
た
。
経
済
・
物
価
情
勢
は
間
違
い

な
く
好
転
し
て
い
る
。
一
方
で
逆
風

も
あ
っ
て
、
２
％
の
「
物
価
安
定
の

目
標
」
は
達
成
で
き
て
い
な
い
。
原

油
価
格
の
大
幅
な
下
落
な
ど
に
よ
っ

て
現
実
の
イ
ン
フ
レ
率
が
下
が
り
、

こ
れ
に
つ
ら
れ
る
形
で
、
予
想
物
価

上
昇
率
も
弱
含
み
に
転
じ
た
た
め
で

あ
る
。
こ
の
間
、
世
界
的
に
も
「
低

成
長
・
低
イ
ン
フ
レ
・
低
金
利
」
が

政
策
課
題
と
な
り
、
特
に
昨
年
前
半

は
そ
の
ボ
ト
ム
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
処
す
る
た
め

に
、
16
年
１
月
に
導
入
し
た
の
が
マ

イ
ナ
ス
金
利
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　

１
９
９
７
年
に
発
生
し
た
ア
ジ
ア

通
貨
危
機
以
降
、
日
本
銀
行
を
中
心

に
、
金
融
危
機
へ
の
対
応
に
つ
い
て

様
々
な
経
験
が
あ
る
。
組
織
の
記
憶

も
あ
る
し
、
社
会
全
体
を
み
て
も
、

災
害
時
や
金
融
危
機
時
の
対
応
な
ど

知
識
が
あ
る
程
度
は
蓄
積
さ
れ
て
い

る
。

　

一
方
で
大
き
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
、
70
年
代
に
起
こ
っ
た
石
油
シ

ョ
ッ
ク
ま
で
遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
イ
ン
フ
レ
が
組
織
や
社
会
の
記

憶
、
現
実
感
覚
か
ら
離
れ
て
い
る
の

が
現
状
だ
。
そ
れ
を
ど
う
捉
え
、
機

能
す
る
よ
う
な
形
で
対
応
し
て
い
け

ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
議
論
す
る
の

は
大
変
面
白
い
ト
ピ
ッ
ク
だ
。

に
お
け
る
ア
ン
カ
ー
水
準
は
少
し
ず

つ
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
消
費
税

導
入
の
効
果
を
調
整
し
て
も
さ
ほ
ど

変
わ
ら
な
い
。
金
融
政
策
の
目
標
に

照
ら
せ
ば
、
日
本
の
ア
ン
カ
ー
水
準

が
上
が
っ
た
こ
と
は
良
い
兆
候
だ
ろ

う
。

１
２
年
の
２
時
点
に
お
け
る
変
数
を

用
い
て
定
量
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
年

率
０
・
６
％
の
物
価
下
落
圧
力
を
生

む
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

人
ほ
ど
新
し
い
情
報
に
よ
り
将
来
期

待
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　

16
年
９
月
、
以
上
を
検
証
し
た
う

え
で
、
現
在
の
枠
組
み
で
あ
る
「
長

短
金
利
操
作
付
き
量
的
・
質
的
金
融

高まる日本のインフレ予想

少子高齢化要因 物価に影響

情報によって期待形成を変更
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氏

一
橋
大
学
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氏
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行
企
画
局
長

現
名
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支
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氏

一
橋
大
学
経
済
研
究
所
長

北
村 

行
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氏

パネルディスカッション

広
　
　
告

現
実
感
あ
る

議
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は
面
白
い

イ
ン
フ
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反
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上
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関
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氏

デ
フ
レ
が
草
食
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を
形
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高
田
氏

正
確
な
情
報
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複
数
提
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宅
森
氏

高
齢
者
の
購
買
力
も
影
響　
村
嶋
氏
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者
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写
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調
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統
計
局
長関

根 

敏
隆
氏
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総
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研
究
所
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務
執
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コ
ノ
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氏
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理
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宅
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氏
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部
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グ
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ー
プ

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
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村
嶋 

帰
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氏

　
〈
モ
デ
レ
ー
タ
ー
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一
橋
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
教
授

塩
路 

悦
朗
氏

期
待
形
成
や
人
口
動
態
な
ど
多
面
的
に
考
察
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お問い合わせ先：一橋大学経済研究所　世代間問題研究機構　cis-admin@ier.hit-u.ac.jp

※一橋大学政策フォーラムの次回開催についてのお問い合わせは，一橋大学研究・社会連携課研究推進係：res-info.g@dm.hit-u.ac.jp まで

　経済学における重要なトピックとなるインフレーション。日本銀行がインフレ目

標を設定するなど我が国でもインフレへの関心は高い。一橋大学は２月中旬、イン

フレへの理解を深めるための政策フォーラムを開催。政策担当者や研究者が研究成

果を発表し、議論を深めた。

インフレーション：
理論と現実

一橋大学政策フォーラム
平成28年度第5回


